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本「Microsoft® Enterprise Agreement 6.0 お客様ガイド」の内容は、2001年8月現在のものです。市場の状況に対応するため、マイクロソフトは記載内容を予告なく変更することがありますので予めご了承ください。

©2001 Microsoft Corporation. All rights reserved.
本お客様ガイドはお客様によるプログラム内容の参照のために提供されます。マイクロソフトは、記載内容について、明示的あるいは暗示的に何らかの保証をするものではありません。

Enterprise Agreementをはじめとするマイクロソフトのボリュームライセンスプログラムに関する最新情報は、以下のマイクロソフトのWebサイトにて確認可能です。

http://www.microsoft.com/japan/info/license/
Microsoft、BackOffice、FrontPage、Microsoft Press、Outlook、PowerPoint、Visual Studio、Windows、Windows NT は、米国およびその他の国におけるMicrosoft Corporationの登録商標です。本書に記載されているその他の製品または企業名は、他社の商標である場合があります。

本ガイドの最も効果的な活用方法
本「Microsoft® Enterprise Agreement 6.0お客様ガイド」は2001年10月より提供されるEnterprise Agreement 6.0の内容を説明するための資料です。添付される「プログラム比較表」や「用語集」も、参考資料としてご活用ください。

	本ガイドの
ご対象者


本ガイドは、企業において利用可能なライセンス プログラムのオプションについて検討されているお客様を対象としています。

	マイクロソフトの
ボリューム
ライセンス
プログラム概要


マイクロソフトのボリュームライセンスプログラムは、お客様にとって重要なビジネスツールとしての役割を果たします。お客様は、ライセンスの取得にあたって柔軟性を要求し、各企業のニーズに応じた購入オプションを必要としています。ライセンスの購入、資産管理、および違法使用の排除が簡単に実現できるプログラムも必要です。

2001年10月1日より提供されるマイクロソフトの新しいプログラムは、企業ユーザーの個別のニーズに応じた柔軟なライセンスを提供します。ライセンスを1ライセンスずつ購入されたいお客様、企業全体に一括購入されたいお客様、従来のライセンス（契約満了後もライセンスの権利が残る永続的ライセンス）を取得されたいお客様、新しいサブスクリプションライセンス（契約満了後はライセンスの権利が失効する非永続的ライセンス）を取得されたいお客様など、お客様のニーズに合わせたライセンスプログラムをご用意しています。

ボリュームライセンスプログラムとは

マイクロソフトのボリュームライセンスプログラムは、まとまった数のソフトウェアを購入するための効果的な方法です。ボリュームライセンスプログラムは、企業のほか、教育機関や官公庁を含むお客様にご利用いただけます。マイクロソフトのボリュームライセンスプログラムは、コストの削減を実現し、ソフトウェア取得費用の予算化も可能になります。

マイクロソフトのソフトウェア製品を複数使用されるお客様にとって、ボリュームライセンスプログラムを利用されることはお客様のTCO (Total Cost of Ownership)を削減するための最も効果的な方法です。ライセンスを取得することで、合法的にソフトウェアを複製して使用する権利が許諾されます。複数のマイクロソフト製品が必要なお客様であれば、ボリュームライセンスプログラムを通じて購入することでTCO (Total Cost of Ownership)を効果的に削減できます。企業全体で使用するソフトウェアをまとめて購入することでソフトウェア管理も容易になります。マイクロソフトのボリュームライセンスプログラムは取扱企業を通じて提供されます。

ボリュームライセンスプログラムのオプションとは

マイクロソフト製品は、OEM、パッケージ、ボリュームライセンスプログラムによってご購入可能です。本ガイドではMicrosoft Enterprise Agreementプログラムの概要を説明します。

Enterprise Agreementは、ビジネスの柔軟性を高め、標準化を推進し、違法使用を排除し、ライセンス管理を簡略化します。Enterprise Agreementは、購入サイト全体にわたってシステムの標準化を推し進め、ライセンス管理、予算の計上、およびサポートの負担も軽減します。これはTCO (Total Cost of Ownership) の削減につながります。
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Microsoft .NET概要


.NET Enterprise Serverは、統合された Web ベースのソリューションを、迅速に構築および展開し、容易に管理するための包括的なサーバー アプリケーション群です。ミッションクリティカルなシステムに要求される拡張性と信頼性、およびアプリケーション統合のための XML などのインターネット標準を使った相互運用性を実現する、.NET プラットフォームのための強力な基盤となります。 

.NET Enterprise Serversは、サーバーOSであるWindows 2000 Serverと開発環境であるVisual Studioとの最も親和性の高い製品群として優れたプラットフォームです。最新のアーキテクチャにより実現できるこれらの製品群によるスケーラビリティは業界最高のパフォーマンスを低コストで提供し、しかも短期間でWeb対応のエンタープライズシステムを構築するために最適な製品群です。さらに、第三世代のインターネット「.NET」を実現するプラットフォームである.NET Platformを構成する製品群として、.NETへの掛け橋となる最新の製品群です。 
Microsoft .NET実現に向けて、マイクロソフトでは今日、エンタープライズ システムをWeb対応に統合する.NET Enterprise Serversを提供しています。.NET Enterprise Serverは、BtoB (Business To Business)、BtoC (Business To Consumer) といった今後拡大が予想される電子商取引市場でのE コマースシステムおよび、BtoE (Business To Employee)といった企業内でインターネット技術を活用した業務システムを構築するための基盤となります。

.NET Enterprise Serverは、サーバーOSであるWindows 2000 Serverと開発環境であるVisual Studioとの最も親和性の高い製品群として優れたプラットフォームです。最新のアーキテクチャにより実現できるこれらの製品群によるスケーラビリティは業界最高のパフォーマンスを低コストで提供し、しかも短期間でWeb対応のエンタープライズシステムを構築するために最適な製品群です。 

.NET Enterprise Serversに関する詳細はこちらのサイトでご確認ください。

http://www.microsoft.com/japan/servers/net/
	Enterprise Agreement
について


Microsoft Enterprise Agreementは、急速に変化するビジネス環境に対応し、効率的に情報化を進めようとしている企業に最適なボリュームライセンスプログラムです。Enterprise Agreementは、企業のソフトウェアの標準化を推進し、常に最新バージョンのソフトウェアの使用が可能です。250台以上のデスクトップを保有し、組織全体をマイクロソフト製品で標準化しようとしているお客様には、大きな導入効果があります。

· お客様は、Enterprise Agreementに含まれる個々のエンタープライズ製品（Windows Professionalアップグレード、Office Professional、Core CAL）の中から、個別、または任意の組み合わせで購入することができます。

· Enterprise Agreementでは、対象デスクトップの総台数を基に、エンタープライズ製品の価格レベルを設定します。

· お客様はライセンスの追加購入が可能です。その際、Select Licenseプログラムをご利用になることも可能です。

· 初回発注はエンタープライズ加入契約締結時に行っていただきます。その際、エンタープライズ製品、追加購入製品を指定します。

· 各関連会社は加入契約を締結することが可能です。これによって、グローバル企業の各関連会社は各ロケーションで加入契約を締結し、マイクロソフト製品の導入をより柔軟に行うことが可能です。
· ご契約期間は3年間で、コンピュータの台数分の年額料金を年次でお支払いただ きます。

· ソフトウェアの購入および管理に関する大幅なTCO削減を実現します。煩雑な発注処理およびライセンス管理が不要となり、スムーズかつ効果的なライセンスの導入が可能です。

アップグレード保証

加入契約の契約期間内は何度でもバージョンアップが可能です。

· 契約発効と同時に、提供製品の最新バージョンを使用可能です。

· 契約期間中、何度でも新しいバージョンへアップグレード可能です。

契約延長オプション

Enterprise Agreementの契約期間は3年間です。更に、1年間または3年間契約を更新する更新オプションが提供されます。そのため、お客様は当初の契約期間が終了しても、新しい契約の再交渉を行うことなく契約を継続することができます。契約を延長されるお客様にはよりお得な更新価格が適用されます。

	Enterprise Agreement
の特徴とメリット


Microsoft Enterprise Agreementは、煩雑な発注処理およびライセンス管理が不要となり、ソフトウェアの購入および管理に関する大幅なTCO削減を実現します。
· デスクトップの台数に基づいた割引価格が提供されます。

· お客様は、契約時に選択したエンタープライズ製品の最新バージョンを、契約期間中は常にご使用いただけます。

· Enterprise Agreementは企業全体を対象としたライセンスを1回の発注処理で取得できるため、ライセンス管理が簡単に行え、契約規定の遵守が可能になります。
Enterprise Agreementのメリット

TCOの削減

エンタープライズプラットフォームでシステムを標準化することで、お客様のTCO を削減し生産性の向上に貢献します。

最新バージョンへのアクセス

最新バージョンの使用権は、製品の料金に含まれています。テクノロジーを標準化することで、お客様は全コストの10%～15%を削減可能です。更に、Enterprise Agreementは、組織全体にわたる情報の共有化とコミュニケーションを促進し、カスタムアプリケーションを導入する際の一貫したプラットフォームをご提供します。

ライセンス管理の簡略化

ご契約期間中にライセンスの使用状況やソフトウェアのバージョンを管理する必要はありません。これにより、常時ライセンスの使用状況をモニタリングし管理するための間接費を削減できます。

ライセンス不正使用のリスク、およびそれに伴うコストの削減

加入契約期間中、お客様が保有されるすべてのパーソナルコンピュータにおいて企業システムに必要な全てのマイクロソフト製品のあらゆるバージョンを使用可能です。これにより、不正使用が発覚した場合の罰金だけではなく、不正使用の監査に伴うコストも排除できます。

予算化の簡略化

3年間に及ぶソフトウェアのコストを予測できるため、予算化のプロセスが簡略化でき、加入契約期間中のソフトウェアのコストを正確に予測できます。これにより、ソフトウェアコストの予算化に伴う作業の大部分を排除でき、予算承認プロセスに要する時間を削減できます。

簡略化された発注プロセス

Enterprise Agreementでの3年間にわたる年次支払方式により、年次の管理作業が大幅に削減されます。また、これにより、発注書を発行するためのコストも削減されます。

マイクロソフトとの長期間にわたるビジネス関係の促進

Enterprise Agreementの3年間というご契約期間により、お客様は、毎年新しい契約書を締結されることなく、社内システムテクノロジーの計画策定およびシステム導入に専念いただけます。通常、ご契約の締結にあたってはかなりのコストおよび労力が必要となります。Enterprise Agreementでは、加入契約期間をさらに1年間または3年間に延長可能であるため、契約締結に必要なコストを削減できます。

	Enterprise Agreementの
ご購入方法 


Enterprise Agreement のお客様は、Enterprise Agreement で提供されている標準エンタープライズ プラットフォーム、あるいは 個別のエンタープライズ製品を購入できます。

エンタープライズ製品

標準ソフトウェアとして以下の3種類のエンタープライズ製品をご提供します。エンタープライズ製品は、各加入契約時に選択します。
· Microsoft Office Professional 

次のコンポーネントで構成されています。

· Microsoft Word
· Microsoft Excel
· Microsoft PowerPoint
· Microsoft Outlook
· Microsoft Access

· Windows Professional Desktop Operating System Upgrade
· Microsoft Core Client Access License (Core CAL)
次のサーバーにアクセスするためのClient Access License（CAL）で構成されています。

· Microsoft Windows Server
· Microsoft SharePoint Portal Server
· Microsoft Exchange Server
· Microsoft Systems Management Server
エンタープライズ プラットフォーム

エンタープライズ製品の標準プラットフォームには上記の製品がすべて含まれます。
マイクロソフトではTCO を削減して作業生産性を向上させるため、標準エンタープライズプラットフォームを選択するようにお勧めしていますが、加入契約時にプラットフォーム内のエンタープライズ製品を個別に選択することも可能です。

例えば、加入契約関連会社であれば、契約時にWindows Desktop Operating System Upgradeを選択することができます。また、これとは別に、他の加入契約関連会社は、別の加入契約締結時にWindows Desktop Operating System UpgradeとCore CALを選択することも可能です。

但し、標準のエンタープライズ プラットフォームをご購入いただいた場合とは異なり、個別のエンタープライズ製品をご購入いただいた場合では、ライセンスの管理の簡略化および予算化の容易さなどのEnterprise Agreementの利点を十分に活用いただけないことがあります。

Enterprise Agreementにおいて確約されるデスクトップ台数

初回の加入契約では、お客様には、契約対象である購入サイト内の、対象デスクトップの数を報告していただきます。対象デスクトップの台数により、エンタープライズ製品の価格レベルが決定します。

対象デスクトップ

対象デスクトップとは、購入サイト内 (関連会社を含む) で使用され、エンタープライズ製品のいずれかを使用するための最低要件を満たしているパーソナル デスクトップ コンピュータ、携帯型コンピュータ、ワークステーション、およびそれに類似したデバイスのことを意味します。対象デスクトップには、サーバーとして設計されているコンピュータや、パーソナル コンピュータとして使用されてないもの、ビジネスラインソフトウェアだけを使用する専用システムは含まれません。

例えば、お客様が指定した購入サイトに1,500台のデスクトップを所有されているとします。ここで、1,100台が Windows 98、200台が Windows NT® Workstation を使用していて、200台が専用のサーバーの場合、この企業の対象デスクトップの台数は 1,300台になります。
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Enterprise Agreementでは、Macintosh環境をお持ちのお客様に契約していただくことも可能です。
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補正発注
エンタープライズ加入契約期間中に、お客様が社内に新しいデスクトップを追加する場合、お客様は追加する対象デスクトップを報告し、追加デスクトップの発注書を ラージ アカウント リセラー企業 に提出する必要があります。この処理のことを「補正発注」と呼び、お客様はこの処理によってEnterprise Agreementにデスクトップを追加し、年間単位で追加デスクトップのライセンスを取得できるようになります。

エンタープライズ製品の価格設定
お客様のデスクトップ台数に応じて、4種類の価格レベルが用意されています。

	価格レベル
	PCの台数

	A
	250台～2,399台

	B
	2,400台～5,999台

	C
	6,000台～14,999台

	D
	15,000台以上


選択したエンタープライズ製品に関して設定されたデスクトップ単位の価格は加入契約期間中有効となります。つまり、デスクトップ1台当たりの初期価格と補正発注の価格は加入契約期間中は変更されません。

個別エンタープライズ製品の取得

加入契約期間中にお客様が個別のエンタープライズ製品の追加を希望する場合、新たに加入契約を締結する必要があります。エンタープライズ製品は 3 年間の価格で提供され、加入契約期間にわたって年額料金が年次で請求されます。

追加購入製品

お客様は、エンタープライズ製品以外の製品を追加購入製品として、加入契約期間中はいつでも購入可能です。エンタープライズ加入契約締結時に追加購入製品を購入した場合、価格は 3 年間にわたり年次で支払うことができます。また、加入契約締結後に追加購入製品を購入した場合は、ご購入時に一括でお支払いいただくことになります。お客様は、エンタープライズ製品の場合のように、すべてのデスクトップに対して購入確約する必要はありません。
追加購入製品の価格レベルは、該当する製品群のエンタープライズ製品の価格レベルによって決まります。各エンタープライズ製品および追加購入製品はいずれかの製品群に属します。エンタープライズ製品の価格レベルによって、追加購入製品群のレベルが決まります。追加購入製品の製品群においてエンタープライズ製品をご契約いただいていない場合はAレベルが適用されます。また、複数の製品群にまたがる製品を組み合わせて追加購入される場合、全ての製品群のライセンス数を合計して価格レベルを設定することはできません。

ライセンスの言語版とライセンスの使用国
日本で締結されるEnterprise Agreementの加入契約で提供されるライセンスの言語版は日本語版に限られ、ライセンスの使用国も日本国内に限られます。日本語版以外の言語版を使用されたい場合、およびライセンスを日本国外に所在する関連会社で使用されたい場合は、別途ラージアカウントリセラー企業までお問い合わせください。

初回発注

初回発注は、エンタープライズ加入契約締結時にエンタープライズ加入契約書を使用して発注します。またその際、エンタープライズ製品の選択と追加購入製品を発注します。

お支払い方法
お客様は、初回発注の合計価格を3回の分割払いで、お客様担当のラージ アカウント リセラー企業に支払います。

[image: image17.emf] 


例えば、お客様が、デスクトップ1台あたりの年額料金が35,000円（本価格は本書のために設定された仮の価格です）であるエンタープライズ加入契約を締結したとします。加入契約時には、お客様は500台のデスクトップを保有していました。この場合、エンタープライズ プラットフォームの合計価格は52,500,000円になります。

	対象デスクトップ数 ×

デスクトップ1台あたりの年額料金 =
	エンタープライズ製品の年額料金

	デスクトップ500台 x 35,000円* =
	17,500,000円

	エンタープライズ製品の年額料金 × 3 年 =
	エンタープライズ製品の合計価格

	17,500,000円x 3 =
	52,500,000円


※ この価格例は参考のためのものです。

追加購入製品のお支払い方法

追加購入製品は、加入契約期間中いつでも発注することができます。加入契約締結時に製品の追加購入があった場合、その支払は加入契約期間の3年間で3回の均等払いとなります。また、初回発注の後、追加購入製品を購入する場合は、お客様は追加購入製品を使用する時点で発注する必要があります。追加購入製品の価格は、お客様が追加購入製品を発注する時点で決定されます。製品の追加購入が加入契約の1年目の途中、2年目または3年目であった場合、お客様には希望する数量のライセンスに対する発注書を提出していただき、ライセンス取得時に一括で支払います。

	インストール用
メディア


マイクロソフトはEnterprise Agreement 契約またはEnterprise Agreement 加入契約を締結されたお客様に各種資料および情報を提供します。マイクロソフトは、契約処理、Lラージ アカウント リセラー企業との取扱口座管理、各通知用書類送付に関する業務を行います。マイクロソフトによる契約の受諾後、Enterprise Agreement 加入契約締結企業様には以下の送付物が送付されます。

CD-ROM Kit

加入契約締結企業には、加入契約で選択した製品群ごとに 無償で1部のCD-ROMキットが送付されます。さらに、3年の契約期間にわたり30日ごとにアップデートされた製品または新規提供される製品を含んだSubscription CD-ROM Kitが送付されます。追加のSubscription CD-ROM Kitを希望される場合、追加料金を支払うことでラージアカウントリセラー企業を通じて発注することも可能です。

製品群と製品のカテゴリー

弊社ではメディア配布をさらに細分化して行っております。3種類の製品群は9つの製品グループに分けられており、お客様は、メディアを必要とする製品グループを選択することができます。例えば、開発製品や各種Microsoft Pressタイトルを必要としないお客様の場合、それらへのサブスクリプションを選択しないことで、管理すべきCDの数を減らすことが可能です。

以下に3種類の製品群と、その代表例を列挙します。
アプリケーション製品群

Microsoft® Officeファミリー: Office統合パッケージとProjectなどのアプリケーション
開発ツール: Visual Studio、SQL Developer Edition、Office Developer Editionなど

トレーニングおよび学習: 各種Microsoft Pressタイトル、Encartaなど
Macintosh向け製品: Office for Macintoshなど

システム製品群
Windows Client Business: Windows NT Workstation、Windows 2000 Professional

Windows Client Consumer: Windows 98、Windows Millennium、IEAKなど
Windows 3.1およびMS-DOS
サーバー製品群

Windows Server: Windows 2000 ServerおよびWindows NT Server

サーバー アプリケーション: Exchange Server、SQL Server、Commerce Server、BizTalk Server、Internet Security and Acceleration Serverなど

CD-ROM Kitの内容
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CD User Guide Web　http://selectug.mslicense.com/
	CD User Guide Web で毎月公開される情報

	シンプルで高度な製品検索
	グループおよび言語別の利用可能製品

	プログラムおよびポリシー情報
	旧モデルの製品と新製品の対応付け

	発注処理詳細
	月次のユーザー向け詳細情報

	CD取扱ガイドライン
	名称、グループ、言語別の最新製品リリース

	保証交換に関する詳細
	最新キットの内容

	製品インストール説明書
	提供キットから除外された製品


キットおよび製品管理用の新しいオンライン ユーザー ガイドです。
使いやすさを考えCD-ROM Kitはグループによって色分けされています。お客様は、製品群全体ではなく、必要なグループだけを注文することができます。新しいグループとその色は以下の通りです。

	製品群
	グループ
	色
	例

	アプリケーション
	Microsoft® Office
ファミリー
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	Microsoft Office統合パッケージと、Microsoft ProjectやVisioなどの個別アプリケーション

	
	デベロッパーツール
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	Visual Studio、SQL Server Developer Edition、Office Developerなど

	
	トレーニングおよび学習
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	各種MS Pressタイトル（Step by Step、Masteringなど）、Encartaなど

	
	Macintosh向け製品
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	Microsoft Office統合パッケージと、Macintosh向けの個別アプリケーション

	システム
	Windows Client: Business
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	Windows NT Workstation、
Windows 2000 Professional.

	
	Windows Client: Consumer
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	Windows 98、Windows Me (Millennium Edition)、IEAKなど

	
	Windows 3.1およびMS-DOS
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	Windows 3.1、MS-DOSなど

	サーバー
	各種サーバー 
アプリケーション
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	Exchange Server、SQL Server、Commerce Server、BizTalk Server、Internet Security and Acceleration Serverなど

	
	Windows Server
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	Windows 2000 ServerおよびWindows NT Server


付録　（プログラム比較表）

	
	Enterprise Agreement 5.0
	Enterprise Agreement 6.0
	Enterprise Subscription Agreement 6.0

	対象企業
	お客様の社内システム全体をマイクロソフト製品で標準化し、購入窓口の一本化を図り、マイクロソフト製品の標準的なプラットフォームでITシステムの構築やメンテナンスを希望している法人ユーザー様。
	EA 5.0およびEA 6.0と同様。ただし、マイクロソフト製品の永続的ライセンスを取得するのではなく、非永続的なライセンスの取得を希望する企業様。

	購入規模
	デスクトップ500台以上
	デスクトップ250台以上

	対象製品
	· Office Professional

· Windows® Professional
デスクトップ アップグレード
· BackOffice® CAL（クライアント アクセス ライセンス）  
	· Office Professional

· Windows Professionalデスクトップ アップグレード
· Core CAL

	ライセンスの
内容と

価格設定
	3年間のライセンスとアップグレードを提供。取得したライセンスは契約満了後も永続的に使用可能。
	3年間のライセンスとアップグレードを提供。取得したライセンスは契約満了後も永続的に使用可能。更新の際は、よりお得な更新価格を提供。
	1年間の非永続的ライセンスとアップグレードを提供。契約満了時点でライセンスは失効。年額料金はEAの15%引き。

	契約期間
	3年間 (4年目の延長オプション付)
	3年間（1年間または3年間の延長オプション付）
	1年間（延長オプションなし）

	取扱企業
	マイクロソフト正規認定ラージアカウントリセラー(LAR) のみ。

LARの一覧は以下のWebサイトにて検索可能です。
http://www.microsoft.com/japan/partners/lar/

	インストール

メディアの提供
	加入契約期間中、定期的に(月次)CD-ROM キットを提供。

	価格レベル
	レベル
PCの台数
A

500～999
B

1,000～4,999

	レベル
PCの台数
A

250～2,399

B

2,400～5,999
C

6,000～14,999
D

15,000以上


	追加購入製品

の価格設定
	購入するライセンス数に応じて、各製品ごとに価格レベルを設定。
	価格レベルは各製品群のエンタープライズ製品の価格レベルに基づく（エンタープライズ製品が存在しない場合はレベルAを適用）。


用語集

	関連会社（Affiliate）
	お客様の企業または法人を所有しているか、お客様の企業または法人によって所有されているか、あるいはお客様の企業または法人と親会社が同じ企業または法人。

	製品群（Product Pool）
	ボリュームライセンスプログラムを通じてご発注可能なマイクロソフト製品が分類される3つの製品グループ。アプリケーション製品群、システム製品群、サーバー製品群に分類されます。

	製品表（Product List）
	ボリューム ライセンス プログラムで取得可能な全マイクロソフト製品を記載した一覧表。製品表は以下のWebサイトよりダウンロード可能です。

http://www.microsoft.com/japan/info/license/enterprise/ent_products.htm

	マイクロソフト（Microsoft）
	Microsoft Corporationとその関連会社を指します。

	ラージ アカウント リセラー（Large Account Reseller：LAR）
	お客様に Enterprise Agreement、およびSelect Licenseを販売することをマイクロソフトが認定した正規取扱会社。LAR一覧表は以下のWebサイトにて参照できます。
http://www.microsoft.com/japan/partners/lar/

	ライセンス（License）
	お客様に提供される、製品使用権説明書の指定に従ってマイクロソフトソフトウェア製品を使用することを認める権利。

	Enterprise Agreement (EA)
	企業全体で取得するライセンスの標準化を実施し、TCOの削減を実現するボリュームライセンスライセンスプログラム。

	Enterprise Subscription Agreement
	EA契約のオプション。契約期間（1年）内でのみ使用できる非永続的ライセンスを取得するためのボリュームライセンスプログラム。

	Select契約
	お客様とマイクロソフトの間で交わされる、マイクロソフト製品を取得するための3年間にわたる契約。
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